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　１－１５　モエンの留付方法

１　モエン標準施工法

２）各留付金具について

　●施工仕様に応じ、専用留付金具を用いて確実に専用釘または専用ビスで留め付けます。

留付金具ＥＸ
JE555

通気留付金具ＥＸ
JE825

留付金具ＥＸ
JE555T

通気留付金具ＥＸ
JE715

＜横張り仕様＞

＜縦張り仕様＞

留付金具ＥＸ
JE650

通気留付金具ＥＸ
JE915

※すべての留付金具に共通（例：JE555の場合）

横張り、縦張りともに留付金具は、実（さね）への差し込みが不十分な場合に隙間が生じ

やすく、施工不良や合いじゃくり部の隙間発生のおそれがあります。釘、ビス留めの際は、

十分に留付金具を押さえて、隙間がないことを確認しながら施工してください。

注　　意

留付金具ＥＸ接合部用
JEJ565

通気留付金具ＥＸ接合部用
JEJ835

隙間！
隙
間
！

留付金具を指でしっかり押さえて、釘打ち用の孔に専用釘

を差し込み、かなづちで確実に留め付ける。

→留め付け後も隙間がないか再確認。

注　　意

ビス留め付け時の注意事項

●締め付け完了後は速やかに回転を止めてください。必要以上の増し締めは、ビスの空転・

　 破断・頭飛びなど、問題が生じるおそれがあります。

●十字ビットは必ず適正なもの（Ｎｏ．２）を使用し、適宜交換してください。

●雨、雪などに濡れないよう速やかに施工完了してください。

　１－１５　モエンの留付方法

１　モエン標準施工法

３）モエン用釘・専用ビスの留め付けについて

　①厚みが１６㎜以上のモエンの場合

　●釘打ち位置は、板端より２０～３５㎜の位置、かつ、柄表

　　 面（板厚の厚い部分）とし、モエン表面の欠けの発生など

　　 を避けるため、必ず先孔をあけてから釘を打ちます。

　●上実・下実のある端部は、図３で示す位置に釘を打ち

　　 ます。

　●鉄骨下地においてステンレスリーマテクスネジを使用

　　 する場合は、板端より３０～４０㎜の位置、かつ、柄表面

　　 （板厚の厚い部分）に留め付けます。（先孔不要）

　②厚みが１４㎜のモエンの場合

　●釘打ち位置は、板端より２０～３５㎜の位置、かつ、柄表　

　　 面（板厚の厚い部分）とし、モエン表面の欠けの発生など

　　 を避けるため、先孔をあけてから釘を打つ事をお勧めし

　　 ます。なお、モエンＷについては、通常釘（釘の先端が

　　 尖っている）での施工は必ず先孔をあけてから釘を打って

　　 ください。（左右接合部・出隅部などで胴縁の端からモエン

　　 の留付位置が１０㎜未満の場合は割れが発生しやすい

　 　です。胴縁材の割れを防ぐため、２０～３０㎜の位置として

　　 ください。）

　●上実・下実のある端部については、原則として図３で示す

　　 位置に釘を打ちます。

　※柄により、やむを得ず釘打ち位置が柄目地部分（板厚の

　　 薄い部分）になる場合は、柄目地部分に釘打ち後、補修

　 　塗装を行ってください。（図１）

　※釘打ち機を使用する際は先孔は不要ですが、釘頭が

  　 ５㎜浮くように打ち込み空気圧を調整し、かなづちで打ち

　 　込んで仕上げてください。（図２）

　※打ち込み過ぎによるかなづち傷や、表面が欠けやすい

  　 柄の釘打ち・ビス留めには十分注意し施工してください。
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図３　上実・下実付近での釘・ビスの留付位置について

　

図２　釘打ち機での留め付けについて

図１　釘・ビスの留付位置

5程度

＜釘打ちの場合＞

＜ビス留めの場合＞

＜厚み16㎜以上のモエン＞ ＜厚み14㎜のモエン＞

上実

下実
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釘頭が５㎜程度浮くように圧力を調整 かなづちで打ち込んで仕上げる

板端からの留付位置寸法が釘打ちで２０㎜以下、ビス留めで３０㎜以下に

なるとモエンに割れ・欠けなどが発生するおそれがあります。また２０㎜以

下、３０㎜以下で留め付けても、割れが発生しないこともありますが、目に

は見えない微細なクラックが発生していることがあります。

板端（上下・左右）からの留付位置寸法が釘打ちで３５㎜以上、ビス留めで

４０㎜以上になると、モエンに反りが発生するおそれがあります。施工する

モエンの柄パターンを十分に把握し、必ず下地（木胴縁・Ｃ形鋼）がある部

分に留め付けてください。

（注）ポイントレス釘（釘打ち機専用）を留め付ける際は、釘打ち機は必ず水平に

　　 あてて、バウンドしないように確実に留め付けます。釘打ち機を斜めにして

　　 打ち付けると、柄欠けや割れの原因となりますので十分にご注意ください。
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定められた端部距離内の
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